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１．研究計画の概要 

本研究課題以前に採集した資料を使って、

太古代の生命と環境の共進化の研究を推進

するため、古地磁気編年、地球化学、有機

炭質物の炭素同位体比、後世の有機物汚染

を明らかにする。 

古地磁気の測定： 35～27億年前の地球磁場

を明らかにするため、コアを使って岩石磁

気の測定を行う。 

炭素同位体比の測定：熱変成作用や熱水変

成作用、広域変成作用による炭素同位体比

の変動を検討し、堆積当時の炭素同位体比

の変動を検討する。 

続成作用の室内実験：34.6億年前の鉄を含

むMrable Bar Chertは、鉄バクテリアによ

るものと考えられるが、残留有機炭素が極

めて少ない。これを解釈するために、浮遊

性鉄バクテリアが沈殿させたと考えられる。

これを確認するため人工的にgoethiteとシ

リカゲル、アミノ酸及びたんぱく質を混合

し、続成作用の模擬実験を行う。 

現世土壌との比較：太古代の古土壌を吟味

するために、日本の南西諸島の現世土壌を

調査し、有機・無機化学的な変化と、土壌

中の微生物の同定を行う。 

 

２．研究の進捗状況 

 従来、地球の磁場は35億年前にダイナモ

機能が既に始っていた可能性を明らかにし

た。微生物の多様化が進んだのは、地球磁

場の強い時期に符合する。 

 35億年当時の、地球大気の酸素量は極め

て少なかったが、鉄の沈殿、Fe2+からFe3+

への酸化作用は鉄バクテリアによってなさ

れたことも明らかにした。すなわち、赤鉄

鉱を含有するチャート中に鉄バクテリアの

痕跡である有機炭素量が少ない理由は続成

作用の過程で、赤鉄鉱と有機物が反応して、

磁鉄鉱と炭酸ガスに変化した可能性が高い。

27.7億年前にはシアノバクテリアや硫酸還

元バクテリアなどの活動から、遊離酸素ガ

スは上昇したが、磁鉄鉱を酸化するだけの

量には達していなかった。 
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４年間の計画のうち約８割の実験は完了し

た。ただし有機物＋赤鉄鉱の続成作用の室

内実験の温度条件が高すぎるので、さらに

低温で実験する必要がある。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 平成21年度は、上に述べた続成作用の室

内実験を、さらに低温で続ける。 

また、現世の土壌形成作用と太古代のそれ

の比較研究を続ける必要がある。残された

時間で、学会発表と論文作成を進める。 

 本研究課題終了後は、太古代全体に亘っ

て、化学進化による生命誕生の解明に向け

新たに研究を発展させるため、天文学者と

連携して宇宙生物学の本論に迫る。実験す

る必要がある。 
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